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はじめに

人が物事を学んでいくうえで、知的好奇心にもとづく自律的で能動的な学

びは理想的なものであると広く認識されている。生徒が未知な事象や事柄を

追求したいという意欲を持って学習するとき、その対象との対話や自己との

対話などが活発に行われ、学びは生徒にとって有意義なものとなり、社会に

おいてその成果を発揮することができるようになる。このような学びをいか

に実現するかは昨今の教育における大きなテーマの一つである。

平成 28 年 8 月に中央教育審議会教育課程企画特別部会は「次期学習指導

要領に向けたこれまでの審議のまとめ」を公表した。その中で、社会におい

て自立的に生きるために必要な「生きる力」の育成に関して、①生きて働く「知

識・技能」の習得、②未知の状況にも対応できる「思考力・判断力・表現力

等」の育成、③学びを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう力・人間性」

の涵養、の 3 つの柱が掲げられた。さらに、「どのように学ぶか」という学

習過程の質的改善を図るための視点として、「主体的・対話的で深い学び」（「ア

クティブ・ラーニング」）の視点が示された。具体的には、①学ぶ意味と自分の

人生や社会の在り方を主体的に結びつけていく「主体的な学び」、②多様な

人との対話や先人の考え方（書物等）で考えを広げる「対話的な学び」、③各教

科等で習得した知識や考え方を活用した「見方・考え方」を働かせて、学習

対象と深く関わり、問題を発見・解決したり、自己の考えを形成し表したり、

思いを基に構想・創造したりする「深い学び」、とされている。

各学校においては、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け、日々の

授業をどう具現化するかについて創意工夫を活かすことが求められる。しか

し、アクティブ・ラーニングそのものを追求しても、活動だけが強調され、

学びが迷走する恐れがある。したがって、アクティブ・ラーニングの視点を
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活かしつつ、生徒の成長を促す軸やフレームが必要となる。その軸やフレー

ムを与えるものとして、I
アイス

CE モデルがある。

ICE モデルは、日本においてはカナダのクィーンズ大学のスー・F. ヤン

グ博士らによって紹介された学習・評価方法である。ICE の I は ideas（考え）、

C は connections（つながり）、E は extensions（応用）を示している。I・C・E は

それぞれ学びの段階（フェーズ）であり、このフェーズ構成が「人の成長を促

すフレームワーク」として機能する（スー・F. ヤング）。

C フェーズにおいて、人と対象、人と人の相互作用（「対話的な学び」）が活

発に行われ、アクティブ・ラーニングが効果的に作用する。知識に関して言

えば、I フェーズの知識は「表層的な知識」であり、C フェーズにおいて「表

層的な知識」をつなげることで「表層的な知識」は新しい意味を獲得し「深い

知識」へと発展する。たとえば、数学で二次方程式を学習する場合、二次方

程式のシンボル操作によって解を得ることが I フェーズの学びであり、二次

方程式と他の方程式が解を持つことの意味を理解し、図を活用するなどして

解の取り得る範囲について説明することはCフェーズの学びになる。Iフェー

ズの学びである二次方程式の解を求めることができること（操作）は、Cフェー

ズの学びにおいて、2 つの方程式の共有解を求めること（操作）からさらに発

展し、2 つの方程式が解を共有することの新たな意味を獲得し、解を持つと

いうことの意味を深めることができる。これはさらなる発展へと生徒を誘う

可能性を持っている。

しかし、ICE モデルにおける最大の魅力は E フェーズの学びにある。この

フェーズの学びは、上述「主体的・対話的で深い学び」の①と③に相当する。

特にここで示されている「学ぶ意味」や「自分の考えの形成」、「構想・創造」

などは、これまでの学習においてあまり重点が置かれておらず、またそれを

実現するための指導も組織化・構造化されていないように思われる。ICE モ

デルの E フェーズでは、その学びのフィールドに他者性が登場し、学びの

前提が構成される場合も多い。また、学んだことを活用して価値を創り出す

活動も含まれる。こうして学びの文脈は、学校から社会へと拡張していく。
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その結果、従来の学習指導に比べ、自分と学びとの関係、学びの価値づけ、

他者性を意識した学びなどの観点がより強いものとなる。E フェーズは「応

用」とされているが、それは知識・理解・技能の単なる応用ではなく、獲得

した知識・理解・技能を活用して、自らの生活の改善行動や社会参画におい

て生きて働く力や能力（コンピテンシー）を培うという強い方向性を持つもの

である。したがって、ICEモデルはEを出口とした軸や、Eを頂点とするフェー

ズ構成を持つフレームとしてとらえることができる。ICE モデルにもとづい

た学習アプローチを行うことは ICE のフレームワークによって、生徒を社

会参画に導くことを可能にする。その過程において、生徒は学びの意味を考

え、他者性や社会性の文脈における意義を見出すようになる。

C や E フェーズでの学び、すなわち、つながりを作り出すことは、学び

に新たな意味を与えることであり、価値を創りだすことは、新たな意義を生

み出すことにつながる。このように、生徒が自らの学びに意味や意義を与え

ることによって、生徒は学びの主体となることができ、アイデンティティの

成長が促される。ICE モデルは、そういった学びを実現するための指導・評

価方法として、高い可能性を秘めている。

柞磨 昭孝　　
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